
 

棚
田(

千
枚
田)
サ
ミ
ッ
ト 

第
二
十
五
回
全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ

ッ
ト
が
十
月
十
三
日(
日)
か
ら
十
四
日

(

月
・
祝)

ま
で
の
二
日
間
、
山
口
県
長
門

市
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
を
会
場
に
開
催
。 

四
谷
の
千
枚
田
か
ら
は
高
橋
孝
行
、
田

中
幸
夫
、
原
田
英
史
、
松
下 

誠
、
小
山

舜
二
の
五
名
が
参
加
予
定
。 

     

過
日
、
棚
田
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る

中
島
峰
広
先
生(

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授)

か
ら
の
電
話
で
分
科
会
に
は
「
棚
田
の
ま

も
り
び
と
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
」
に
参
加
す
る

よ
う
に
と
嬉
し
い
お
誘
い
が
あ
っ
た
。 

現
地
見
学
会
は
日
本
海
に
面
し
た
斜

面
上
に
段
々
と
水
田
が
作
ら
れ
て
い
る

東
後
畑
棚
田
を
コ
ー
ス
に
行
わ
れ
る 

今
年
の
稲
作
を
振
り
返
っ
て 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
は
荒
代
を

掻
き
、
随
時
、
田
植
え
が
始
ま
る
。
そ
の

矢
先
、
空
前
の
空
梅
雨
で
東
三
河
の
水
瓶

「
鳳
来
湖
」
も
貯
水
量
ゼ
ロ
％
を
記
録
。

流
石
の
鞍
掛
山
も
天
か
ら
雨
を
貰
わ
に

ゃ
あ
、
田
ん
ぼ
へ
供
給
で
き
ん
と…

。
棚

田
の
百
姓
も
こ
の
ま
ま
で
は
田
植
え
も

儘
な
ら
ず
、
鞍
掛
山
の
馬
桶
石
に
願
掛
け

を
囁
い
た
ほ
ど
水
不
足
が
逼
迫
し
た
。 

何
と
か
田
植
え
は
終
わ
っ
た
も
の
の

稲
の
生
長
過
程
で
一
番
大
切
な
「
太
腹
、

出
穂
、
交
配
」
の
時
期
に
は
毎
日
が
ウ
ン

ザ
リ
す
る
ほ
ど
の
雨
続
き
。
長
雨
に
よ
る

日
照
不
足
で
実
入
り
が
心
配
さ
れ
た
。
梅

雨
明
け
と
同
時
に
誰
が
悪
い
と
は
言
わ

な
い
が
記
録
破
り
の
猛
暑
に
ニ
ュ
ー
ス

が
沸
い
た
。 

 

さ
て
、
天
気
も
落
ち
着
い
た
し
、
ぼ
ち

ぼ
ち
稲
刈
り
を
し
よ
う
と
思
っ
た
矢
先
、

台
風
の
影
響
で
太
平
洋
高
気
圧
が
停
滞
、

何
処
も
彼
処
も
猛
暑
で
四
十
℃
を
超
す

高
気
温
「
自
分
の
体
は
自
分
で
守
れ
」
と

御
達
し
。
バ
イ
ン
ダ
ー
で
稲
刈
り
に(

舜)

は
も
と
も
と
ナ
マ
ク
ラ
だ
が
五
分
と
続

か
ず
、
日
陰
で
水
分
補
給
。
誠
ち
ゃ
な
ん

か
十
七
歳
も
若
く
て
も
稲
株
を
三
、
四
株

も
刈
る
と
畦
に
腰
を
下
ろ
し
ア
ッ
プ
ア

ッ
プ
と
金
魚
の
鼻
上
げ
状
態
、
昨
夜
か
ら

ろ
く
に
「
ま
ん
ま
」
も
喰
え
ん
し
、
声
も

出
ん…

と
嘆
い
て
い
た
。
天
候
不
順
が
影

響
し
た
の
か
、
稲
の
出
穂
に
も
出
ム
ラ
が

あ
り
千
枚
田
一
色
の
黄
金
色
の
壮
観
さ

に
は
残
念
な
が
ら
欠
け
た
。 

 

一
昨
年
は
刈
取
り
時
期
の
泥
濘
、
昨
年

は
二
つ
の
台
風
に
稲
架
が
倒
壊
、
今
年
は

空
梅
雨
と
猛
暑
に
泣
か
さ
れ
た
。
自
然
と

の
闘
い
に
挑
む
棚
田
の
百
姓
は
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
で
あ
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
！ 

 

高
低
差
二
百
㍍
の
急
傾
斜
地
、
日
本
三

大
石
積
棚
田
の
守
り
人
は
大
変
だ
。 

   

     

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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コラム 

棚田の定義 

棚田（たなだ）とは、傾斜地に

ある稲作地のこと。傾斜がきつ

く耕作単位が狭い状態におい

て、水平に保たれた田が規則的

に集積し、それらが一望の下に

ある場合は千枚田（せんまい

だ）とも呼ばれる。英語では、 

rice terraces と表現される。 

France 



 

稲
刈
り 

・
九
月
五
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校

一
年
生(
二
十
五
名)

は
丹
精
込
め
て
育
て

た
稲
の
刈
り
取
り
作
業
に
勤
し
ん
だ
。 

 

毎
年
実
施
し
て
い
る
稲
の
生
育
調
査

で
は
二
本
植
え
、
三
本
植
え
、
四
本
植
え

を
比
較
し
た
結
果
、
ミ
ネ
ア
サ
ヒ
は
二
本

植
え
が
最
も
良
好
で
、
四
本
植
え
は
穂
に

な
ら
な
い
無
効
分
け
つ
が
多
く
、
穂
首
も

短
い
結
果
が
出
た
。
ス
ズ
ハ
ラ
糯
は
分
け

つ
が
少
な
い
品
種
で
あ
る
た
め
四
本
植

え
が
良
い
こ
と
が
解
っ
た
。 

 

生
徒
た
ち
は(

舜)

の
説
明
は
素
直
に
聞

い
て
い
た
は
ず
だ
が
、
イ
ザ
実
践
と
な
る

と
中
々
ま
ま
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
諭
し
て

も
「
僕
た
ち…

反
抗
期
」
だ
そ
う
だ
。
此

方
も
反
抗
期
に
な
り
そ
う
な
の
を
グ
ッ

と
抑
え
た
。
笑 

            

・
九
月
十
一
日
、
鳳
来
寺
小
学
校
五
年
生

(

十
一
名)

は
三
枚
の
田
ん
ぼ
の
稲
刈
り
を

行
っ
た
。
九
月
に
入
れ
ば
爽
や
か
な
風
が

吹
く
秋
晴
れ
の
千
枚
田
。
と
思
い
き
や
、

と
ん
で
も
な
い
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
た
稲

刈
り
で
子
供
た
ち
の
熱
中
症
を
心
配
、
指

導
す
る
林
先
生
も(

舜)

も
声
が
出
な
く
な

る
始
末
。
で
も
、
こ
ど
も
達
は
強
か
っ
た
。 

そ
う
そ
う
、
一
年
生(

十
二
名)

は
千
枚

田
自
然
散
策
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
あ
ま

り
の
暑
さ
に
早
々
と
お
帰
り
を
願
っ
た
。 

               

・
九
月
十
六
日
、
ヤ
マ
サ
ち
く
わ
社
員
の

高
橋
義
昌
さ
ん
が
世
話
を
す
る
田
ん
ぼ

の
稲
刈
り
が
原
田
英
史(

理
事
・
ふ
る
さ
と

指
導
員)

の
指
導
で
行
わ
れ
た
。 

当
日
は
、佐
藤
元
英
社
長(

東
三
河
広
域

観
光
協
議
会
会
長)

の
懇
意
に
し
て
い
る

関
東
を
始
め
と
し
た
各
地
か
ら
お
招
き

し
た
二
十
名
余
名
に
素
晴
ら
し
い
景
観

を
保
持
し
て
い
る
地
元
民
の
生
の
声
を

聞
か
せ
た
い
し
、
聞
き
た
い
。
と
依
頼
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
、
行
政
支
援
の

姿
勢
、
百
姓
の
苦
労
等
々
を
説
か
せ
て
頂

き
、
訪
問
者
に
感
銘
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
棚
田
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
た
訪
問

者
か
ら
は
、
私
た
ち
は
唯
、
見
せ
て
頂
く

だ
け
で
何
の
お
役
も
立
て
な
い
。
大
変
な

ご
苦
労
を
お
掛
け
す
る
が
、
守
っ
て
戴
き

た
い
財
産
だ
。
と
評
さ
れ
た
。 

敬
老
会 

 

九
月
十
五
日
、
旧
連
谷
小
体
育
館
で
連

谷
公
民
館
主
催
の
敬
老
会
を
催
し
た
。
当

日
は
二
十
六
名
が
参
加
、
元
気
な
姿
を
再

確
認
し
た
。 

 

会
場
で
は
会
館
役
員
が
企
て
た
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
、
優
雅
な
琴
の
演
奏
、
歌
謡
シ

ョ
ー
な
ど
で
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。 

 

お
祝
い
の
一
環
と
し
て
毎
年
記
念
写

真
を
贈
り
、
そ
の
代
わ
り
に
人
生
の
先
輩

た
ち
か
ら
知
恵
を
戴
い
て
い
る
。
今
年
は

八
十
歳
以
上
五
十
四
名
中
二
十
六
名
の

元
気
な
姿
が
み
ら
れ
た
。 

 

冒
頭
、
千
枚
田
が
何
か
と
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
こ
と
と
、
今
後
と
も
協
力
を
願

い
た
い
と
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。 

                 

愛
知
県
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

は
海
外
向
け
「
愛
知
の
魅
力
発
信
」
と
し

て
動
画
「D

y
n

a
m

ic A
IC

H
I

」
を
作
成
、

こ
の
十
六
日
に
公
開
し
ま
し
た
。
内
容
は

湯
谷
温
泉
、
阿
寺
の
七
滝
、
四
谷
の
千
枚

田
、
足
助
屋
敷
な
ど
で
す
。 

な
お
、
「
愛
知
の
引
力
」
日
本
語
・
中

国
語
・
英
語
版
で
も
四
谷
の
千
枚
田
が
紹

介
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

    

行 
 

令
和
元
年
十
月
一
日

 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 


